耳鼻咽喉科学卒業試験　2005年度

[1]次の詩は全国の医学部で教育に使われている、詩集"死者と花"の一つである。

        そしてさらに語を継いで

        「ただ患者の立場は立場として

        もし医師が不治の病を宣告する時

        その後の毎日を

        どうその患者と対決し会話を交わしていくつもりか

        それだけの人間的力量を

        はたして医師に期待してよいものか

        そこにも問題はありましょうね」

        死者の言葉は

        淡々として病者の胸にひびいた

    作者の解剖学者は誰か。

     a.廣川信隆 b.中井準之助 c.小川鼎三 d.神谷敏郎 e.細川宏

[2] 過去150年の東大医学部の歴史で世界的な発見あるいは開発されたものを、基礎・臨床にかかわらず1つあげよ。

[31虹彩が青色で高度感音難聴を呈するのはどれか。

a.Alport症侯群 
b. Treacher Collins症侯群 
c. Van der Hoeve症侯群

d.Corneliade Lange症侯群 
e. Waardｅｎburg症候群

[4]抗ガン剤で感音難聴を生じるのはどれか。

    a.5FU b.ビンクリスチン c.ブレオマイシン d.マイトマイシン e.シスプラチン

[5]先天性難聴は、いつまでに発見し補聴器を装用させるのが良いか。

   a.6ケ月 b.1歳 c.1歳6ケ月 d.2歳 e.3歳 

[6]人工内耳について以下の質問に答えよ

  1)中途失聴の原因として頻度の高い疾患を二つ挙げよ(うち一つは人工内耳埋め込み術を可及的に急ぐ必要のあるものを答え、急がなければならない理由についても記載せよ)

  2)補聴効果のない先天性難聴の手術時期はどのように考えられているか.

  3)人工内耳の蝸牛内電極は蝸牛のどの部位に留置され、どの組織を刺激することで聴覚を引き起こすと考えられているか

   4)Neurofibromatosis Type 2による聴力廃絶者には人工内耳は効果がない。 Neurofibromatosis Type2に対してはどのようにすれば聴力を取り戻すことが出来るか

[7]30歳女性が数年来の徐々に進行する両側難聴を主訴に受診。鼓膜は正常で中耳炎の既往などはない。純音聴力検査所見を図に示す.     
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1)純音聴力検査の所見について説明せよ      

2)最も考えられる疾患は何か

[8]病巣感染(focal infection)とは、ある部位に限局性で慢性の炎症があるがその部位には白覚症状があまりなく、体内の他の部位に二次的な疾患をもたらすものである.慢性扁桃炎は病巣感染を引き起こす疾患として代表的なものである。

(a)慢性扁桃炎がその原因となる二次的な疾患を二つ挙げなさい。

(b)また扁桃誘発試験について簡単に述べよ。

[9]耳下腺良性腫瘍について、下記の問いに答えよ。

      1)頻度として一番多い組織型はなにか。

      2)腫瘍を摘出する際に特に注意しなけれぱならない点はなにか。

      3)摘出術後の後遺症として何が挙げられるか

[10]次の症例につき問いに答えよ。

    患者は生来健康な28歳男性。発熱と咽頭痛、特に嚥下時痛を主訴として夜間に救急外来を受診した。数日前か

ら風邪を引いており食事も十分に摂れず、声もふくみ声であった。所見として咽頭(口を開けて観察できる範囲)の

発赤を認めた。

     1)この患者さんに対して、あなたが当直医としたらどのように対応するかを考え、最もふさわしいと

        思われるものを選び、丸で囲め。

      a.抗生物質と消炎鎮痛剤を処方する。

      b.感冒薬を処方し明日外来を受診する様に指示する。

      c.耳鼻咽喉科医の診察をすぐに依頼する。

     2)念頭に置くべき疾患は何か(a)。またその疾患を診断をするために必要な検査は何か(b)。

[11]次の症例につき問いに答えよ。

     症例は41歳男性、主訴はいびきと昼間の傾眠傾向である。また家人より夜間睡眠時に呼吸が止ま

     ることがあるといわれている。既往歴は特になく、以前に行った脳波検査では異常を認めなかったと

     いう。身長173cm、体重78kg。

    1)最も疑われる疾患はなにか。

    2)この患者の口腔、咽頭の視診で予想される所見はなにか。

    3)この患者に対する治療法について述べよ。

[12]音叉を頭部正中にあてて行う簡易聴力検査の名を記せ。また、この検査で音像が左右に

   ずれた場合にどのような病態が考えられるか説明せよ。

[13]急性高度感音難聴(突発性難聴を含む)の治療法について記せ。

[14]薬剤性難聴をひき起こす抗生物質を一つ挙げ、それが主に聴覚系のどこに障害を起こす

   かを記せ。

[15]感音難聴が内耳性であるか後迷路性であるかを鑑別するに有用な検査を2つ挙げ、それ

   ぞれ内耳性難聴・後迷路性難聴でどのような結果となるかを記せ。

[16]メニエール病の病因と典型的な症状・経過について記せ。

[17]鼻閉について適切なものはどれか.正しい組み合わせを丸で囲め.

 (1)アレルギー性鼻炎による鼻閉治療の第一選択はレーザー治療である.

 (2)上顎洞白然口の拡大は鼻閉改善に効果的である.

 (3)高度の肥厚性鼻炎では肥厚した下鼻甲介そのものを全切除する.

 (4)鼻弁狭窄は鼻閉の原因になる.

a,(1),(3),(4)のみ  b,(1)(2)のみ  c,(2),(3)のみ  d.(4)のみ  e.(1)-(4)のすべて

[18]副鼻腔真菌症の特徴として正しいのはどれか、1つ選び丸で囲め.

a.蝶形骨洞の罹患が最も多い   

b.鼻茸は必発する.

c.多くは鼻腔細菌検査で真菌が同定できる.

d.X線写真上,骨破壊像は必発の所見である.

e.一側性罹患が圧倒的に多い.

[19]術後性上顎嚢胞で出現する可能性のある症状の組み合わせを丸で囲め.

  (1)歯が浮いた感じ・しびれ (2)眼球突出 (3)複視 (4)頬部腫脹・疼痛

a.(1),(3),(4)のみ  b.(1),(2)のみ  c.(2),(3)のみ  d,(4)のみ  e.(1)-(4)のすべて

[20]鼻出血について適切なものはどれか.正しい組み合わせを丸で囲め.

(1)焼灼止血術が最も確実である.      ,

(2)成人ではキーゼルバッハ部位からの出血はまれである.

(3)鼻腔後方からの出血に対しバルーン・パッキングが用いられる.

(4)鼻出血患者に血液を飲み込まぬよう指示する.

a.(1),(3),(4)のみ  b.(1),(2)のみ  c.(2),(3)のみ  d.(4)のみ  e.(1)-(4)のすべて

[21]内視鏡下鼻副鼻腔手術について不適切なものの組み合わせを丸で囲め.

(1)上顎洞粘膜を剥離して摘除する.

(2)内視鏡手術では眼窩内合併症や頭蓋内合供症は起こらない.

(3)鼻茸が前鼻孔から突出している場合は内視鏡手術の適応にならない.

(4)止血を目的にベロックタンポンを挿入して手術を終える.

a.(1),(3),(4)のみ  b.(1),(2)のみ  c.(2),(3)のみ  d.(4)のみ  e.(1)-(4)のすべて

[22]22歳,男性.ラグビーの試合中,タックルをした際に相手の膝が左顔面に当り受傷した.救

   急外来受診時には左側の眼窩から頬部の腫脹を認め,眼球運動の確認ができなかった.
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   この時に施行したCT画像を示す。

1)この外傷で出現すると考えられる症状の組み合わせを丸で囲め.

(1)複視 (2)視力障害 (3)鼻出血 (4)眼球運動に伴う眼痛

a.(1),(3),(4)のみ  b.(1),(2)のみ  c.(2),(3)のみ  d.(4)のみ  e.(1)-(4)のすべて

2)診断名を記せ.

3)診断をつけた疾患の治療について適切なものの組み合わせを丸で囲め.

(1)緊急手術を行なう必要がある.

(2)受傷範囲が小さければ手術適応にならないことが多い.

(3)手術を行なっても眼症状はなくならないことが多い.

(4)鼻をかまないよう指示する必要がある.

a.(1),(3),(4)のみ  b.(1),(2)のみ  c.(2),(3)のみ  d.(4)のみ  e.(1)-(4)のすべて

[23]下記のそれぞれの問いに対して最適と思われるものを一つ記入せよ。

患者は65歳、男性。半年前から嚥下困難感を自覚し次第に増悪してきたため、近医総合病院耳

鼻科受診した。経鼻ファイバースコープ検査にて腫瘍性病変を認め生検を施行したところ癌細胞
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を認めたため、加療目的にて東京大学耳鼻科紹介初診した。喫煙歴20本/日×40年、飲酒歴3合/日×40年。初診時の内視鏡所見を示す。

1)診断名は何か?

2)この部位の癌で最も多い病理組織型は何か?

3)内視鏡所見から考えると患側は右か左か?

4)本疾患と合併することの最も多い悪性疾患は何か?

5)4)の疾患(合併することの最も多い悪性疾患)の有無を調べるのに最も重要な検査は何か?
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6)本症例に対して手術を施行した。切除後(左)および再建後(右)の術中写真を示す。施行された術式は何か?

[24]40歳、男性.嗄声とむせ、および咽頭違和感を主訴に来院。2ヶ月前に全身麻酔下に椎

   間板ヘルニアの手術を受けたが、それ以降症状が出現したと言う。嗄声は軽度、声帯の運

   動は正常であった。喉頭ファイバーの所見は図に示すとおり。最も考えられる疾患はどれ

   か、丸で囲め.
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a.声帯結節 b.喉頭肉芽腫症 c.声帯ポリープ d.喉頭癌 e.挿管性声帯麻痺

[25]58歳女性 数年前からの嗄声となんとなく息苦しい感じを主訴に来院した。既往に特記すべきことなし.嗜好については、缶ビ一ル1本/日×30年 タバコ 25本/日×30年。喉頭のファイバー所見を示す。治療として適切と思われるものの組み合わせを丸で囲め.
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a.気道確保の目的でまず気管切開を予定した

b、音声改善目的に、全身麻酔下に直達鏡による手術を計画した

c.照射を前提に放射線科をコンサルトした

d.ステロイドの吸入薬を処方し、禁煙を勧めた

1.aのみ  2. b、 c 3. b、 d 4. a、 c、 d 5.すべて

[26]54歳女性.声のふるえを主訴に来院。半年前に夫を亡くしてから症状が出現したという。声は圧

迫性で途切れがちであり、喉頭ファイバーでは両側声帯に不随意な痙攣性の運動が見られた。症状は

非進行性で、他に運動障害は認めない。GRBASによる音声評価は、G(2)R(O)B(1)A(1)S(2)であった。

1)この疾患について正しいと思われる組み合わせを丸で囲め。

　a.ほとんどの場合ごく短期間で治癒する

　b.ボツリヌストキシンの声帯筋への注入が有効である

　c.心因性の発声障害と考えて心療内科の受診を勧めた

　d.筋萎縮性側索硬化症と診断し神経内科にコンサルトした

1. aのみ 2. b、c 3. b、d 4.a、c、d 5.すべて

2)音声障害の評価法(GRBAS)について正しい組み合わせを丸で囲め

 a.G(grade)は評価の総括を表す     

 b.良好な音声ほど高いscoreで表す

 c.R(rough)は粗造性のことで喉頭癌などにより発声時の声帯の振動が妨げられたときに見られる

 d.B(breathy)は気息性と訳され、主に声帯の開大障害の際に認められる

1.aのみ 2. b、 c 3. b、 d 4. a、 c、 d 5.すべて

[27]喉頭の解剖について正しいものはどれか.正しい組み合わせを丸で囲め

a.反回神経は必ず下甲状腺動脈の背側を走行する

b.左側の反回神経は大動脈弓を前方から後方へ反回して内喉頭筋に分布する

c.内喉頭筋のなかで声門の開大に関与するのは後筋(後輪状披裂筋)だけである

d.前筋(輪状甲状筋)は声帯の緊張に関与し、上喉頭神経内枝の支配を受ける

1.aのみ 2. b、c 3. b、d 4.a、c、d 5.すべて

[28]気管切開術について正しいのはどれか.正しい組み合わせを丸で囲め.

 a.気管切開により声門下圧が低下するため、術後嚥下機能は低下する

 b.気管壁を全周にわたって切離する

 c.上気道の高度狭窄により緊急に気道確保が必要な場合は、輪状甲状膜切開も考慮する

 d.前頸筋を白線(linea alba)にて左右に分けると甲状腺峡部が露出する

1.aのみ  2. b、c  3. b、d  4. a、c、d 5.すべて
